
 

                                

令和２年度第２回熊本県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会開催概要 

 

１ 開催期間  令和３年２月２２日（月）から令和３年２月２６日（金）まで 

２ 開催方式  持ち回り 

３ 主な議題 

 ・令和２年度事業実績について 

 ・令和３年度事業計画について 

４ 議事経過 

  主な意見は以下のとおり。 

 

（令和２年度事業実績について） 

・訓練生募集活動が組織的に行われ、その成果が入所率に表れている。多くの活動形態を構

築し、多方面からの募集活動をさらに充実させることが事業実績に結びつくと考える。 

・修了生の活躍事例がさらにバージョンアップされ、多くの修了生の生の声が届けられるこ

とが大きな成果である。なお、女性の修了生の生の声を増やすことが、女性訓練生の入所

を促すことに結びつくと考える。 

・本年度は、新型コロナウィルス感染症の影響があり、今後の見通しも予測がつかないが、

多くの離職者が発生することもあると思われるので、弾力的な対応をお願いする。 

 

（令和３年度事業計画について） 

・昨年度実績を基に、事業計画が練り直されており、計画どおりの実施が望まれる。しかし

ながら、今後、新型コロナウィルス感染症の影響がどのようになるかは不明であり、十分

予防対策を取りながらの対応となると想定されるが、職員総意の下に実施してもらいた

い。 

 

・令和３年度は令和２年度に引き続き離職者増が予想されるので、受入体制の拡充を望む。

また、そういう中でも企業側は優秀な技能者は欲しいので訓練の質もさらに高めてもら

いたい。 
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